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研究成果の概要（和文）：　言語音声は語音と韻律から成り立っており、日本語の韻律は大きく言って、長さと
高さに支えられている。日本語音声の高さ、音調は研究進んでいるが、その修得は、容易でない。
　本研究では、「ふらふらだ／ふらふらする」のように意味によって語アクセントのかわる場合、「寝ている犬
の子ども」のように音調によって意味の変わる句、「山でそばを食べました」のように音調の違いによって強調
部分の変わる発話、以上の聞き取り練習を独習できるアプリを開発し、実際の学習者への効果を検証した。

研究成果の概要（英文）：Language sounds are made up of speech sounds and prosody, and Japanese 
prosody is, broadly speaking, supported by length and pitch. Research on the pitch and tone of 
Japanese speech is progressing, but functions such as discriminating meaning, identifying utterance 
intent, indicating syntactic structure, and expressing emotion have been addressed individually.
In this study, we investigated cases where the accent changes depending on the meaning, such as 
hurahurada/hurahurasuru, phrases where the meaning changes depending on the tone, such as neteiru 
inu no kodomo, and phrases where the emphasis changes depending on the tone, such as yama de soba o 
tabemashita. We developed an app that allows you to self-study the above-mentioned listening 
practice and changing pronunciation, and verified its effectiveness on actual learners.

研究分野：日本語教育　日本語音声学　言語学

キーワード： 音調独習アプリ　AIによる発音評価　日本語学習者　楽しく学べるシステムの開発

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　ちょっとした発音の誤りが事故の原因となることがある。そして、深刻なのが、感情的な誤解である。それを
防ぐために、日本語母語話者でさえ気づきにくい、音調に着目し、スマホのアプリに実装した。
　発音の上達には毎日の継続が必要であり、教育の現場では対応しきれない。情報のやり取りから感情表現ま
で、誰もが持つ高機能端末であるスマートフォンで、利用者が楽しく、楽に学べるシステムを提供する、基礎を
築いた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 

 日本政府は、労働力として外国人を受け入れる方向へ大きく舵を切った。彼らの日本語学習環

境を整えることは、急務である。 

ちょっとした発音の誤りが事故の原因となることがある。そして、深刻なのが、感情的な誤解

である。しかし、発音の上達には毎日の継続が必要であり、教育の現場では対応しきれない。日

本語音声の音調にターゲットをしぼり、誰もが持つ高機能端末であるスマートフォンで、利用者

が楽しく、楽に学べるシステムを提供する。 

 言語音声は語音と韻律から成り立っており、日本語の韻律は大きく言って、長さと高さに支え

られている。日本語音声の高さ、音調に関する研究は進んでいるが、学習者が手軽に学び、身に

着けられる教材の開発は遅れている。 

研究代表者の馬場は、東京外国語大学で音声学、実験音声学を修め、1977 年から非日本語話

者への日本語教育に従事している。そして、「ピッチとアンプリチュードが日本語長母音の拍数

知覚に果たす機能の解明」（1998 – 2000）基盤研究(C)、「時間長、基本周波数、振幅が長母音の

拍数知覚に果たす機能の解明」（2002 – 2004）基盤研究(C)、「拍長のゆれのパラメータ解析と日

本語音声リズムの日本語らしさ評価システムの開発」（2011 – 2013）挑戦的萌芽研究、「誰もが

いつでもどこでも手軽に発音を独習できるスマートフォン上の支援システムの構築」（2014 – 

2016）挑戦的萌芽研究、「地域語によるコミュニケーションを支援する聞き取り学習システムの

開発と方法論の構築」（2015 – 2018）基盤研究(B)で研究代表者を務めている。長年にわたる、

音声学、実験音声学の知識と経験、そして、日本語教育の知見を持って、今回の研究を推進した。 

 

２．研究の目的 

 言語音声を構成するのは、音の長さ、高さ、強さ、そして、音色だ。これまでの科研「ピッチ

とアンプリチュードが日本語長母音の拍数知覚に果たす機能の解明」、「時間長、基本周波数、振

幅が長母音の拍数知覚に果たす機能の解明」、「拍長のゆれのパラメータ解析と日本語音声リズ

ムの日本語らしさ評価システムの開発」では、日本語音声の長さ、音長に着目し、その本質の解

明と教材作成を行ってきた。本研究では、長さではなく、高さ、音調に着目し、独習アプリを開

発した。 

 

３．研究の方法 

(1) 機能による分類と発話文の作成 

 音調の機能には、意味の弁別（箸
┓

が／橋
 ┏┓

が／端
┏

が）、プロミネンス（田中
┏

さんはコー
┏┏

ヒー
┓┓

が好

きですか
┏

）、切れ目（先
┏

生
┓

はも
┏ ┓

う来
┏ ┓

ないと思い、始
┏

めた／先
┏

生
┓

はも
┏ ┓

う来
┏ ┓

ないと思
┏

いはじめ
┓

た）、

係り受け（寝て
┏

いる
┓

犬
┏

の子ども：寝ている→子ども／寝て
┏

いる犬の子
┓ ┏

ども：寝ている→犬）、制

限的用法／非制限的用法の言い分け（勉
┏

強しない大学
┓

生：大学生のうちの勉強しないもの／勉
┏

強

しない
 ┓

大
┏

学
┓

生：大学生というのは勉強しないものだ）、発話の意図（今
┓

すぐ食べ
┏ ┓

る↗：返事を要求

した問いかけ、今
┓

すぐ食べ
┏ ┓

る：質問に対する答え、今
┓

す
┏ ┓

ぐ食べ
┏ ┓

る：命令）や感情表現（今
┓

すぐ

食 べ
┏┏ ┓┓

る↘：相手の行動に驚きあきれて）、などがあり、さらに、「明日ですか」の発話末音調を

長く上昇で発音すると疑っているように聞こえ、下降調で長く引くと残念そうに聞こえる。取り

違えて発音すると、聞き手の感情を損ねかねない。 

 コミュニケーションの上では、情報の誤伝達より、感情のすれ違いの方がダメージが大きい。



しかし、本研究では、発話の意図や感情と音調の関係を教材化するのは困難と考えた。また、独

習アプリでは、音声言語の意味を絵で表現しようと考え、制限的用法／非制限的用法の言い分け

も対象外とした。 

 音調の機能のうち、意味の弁別、プロミネンス、切れ目、係り受けを取り上げ、句、あるいは、

文のペアを作成した。以下の通りである。 

 

A. 意味の弁別 

1. （小石の入った空き缶が）カラ
┓

カラ鳴る
┏

 （のどが渇いて）カラ
┏

カラだ 

2. 子犬
┏

を 買
┓  ┏

った   子犬
┏

を飼っ
┓

た 

3. 教
┏

室に い
┓  ┏

た    弓
 ┏┓

を 射
┏  ┓

た 

 4. 学
┏

校へ 行
┓  ┏

った   豆
 ┏┓

を炒
┏ ┓

った 

5. 疲
 ┏┓

れてふ
┏ ┓

らふらする   疲
 ┏┓

れてふら
┏

ふらだ 

6. ピカ
┓

ピカ光
 ┏┓

る    （スマホが新しくて）ピカ
┏

ピカだ 

 

B. プロミネンス 

7. 若
┏┏┓┓

い男でした    若い
 ┏┓

男
┏┏┓┓

でした 

8. 山
┏┏┓┓

でそばを食べました  山
 ┏┓

で そ
┏┏┓┓

ばを食べました 

 

C. 切れ目 

9. 新
┏

しい物好き    新
┏

しい
┓

物
┏

好き
┓

 

10. 先
┏

生
┓

と友達三
┏

人
┓

   先
┏

生
┓

と友
┏

達三人
┓

 

11. 笑顔
┓

のさわ
┏ ┓

やかな感じの良
┏ ┓

い人だった 笑顔
┓

のさわ
┏ ┓

やかな感
┏

じの良い
┓

人だった 

 

D. 係り受け 

12. きの
┏

う買ったパン
┓

を食べました  きの
┏

う 買
┓  ┏

ったパン
┓

を食べました 

13. 寝て
┏

いる犬の子
┓ ┏

ども   寝て
┏

いる
 ┓

犬
┏

の子ども 

14. 家
 ┏┓

で作った料理を食べ
┏

まし
┓

た  家
 ┏┓

で作
 ┏┓

った料理を食べ
┏

まし
┓

た 

15. 教
┏

室で作っ
┓

た料理を食べ
┏

まし
┓

た  教
┏

室で 作
┓ ┏┓

った料理を食べ
┏

まし
┓

た 

16. やさ
┏

しい女の人の歌
┓┏ 

声   やさ
┏

しい 女
┓┏  

の人の歌声 

17. きれ
┓

いな部屋のカ
┏ ┓

ーテン  きれ
┓

いな部屋
┏

のカー
┓

テン 

18. 難
┏

しい漢字の試験
┓

   難
┏

しい漢
┓┏ 

字の試験
┓

 

19. 新
┏

しい
┓

友
┏

だちの電話番
┓

号  新
┏

しい
┓

友だちの電
┏

話番
┓

号 

 

 Aの 1、5、6はオノマトペで、2、3、4は和語のペアだ。前者は語音が同じでアクセントだけ

がことなる副詞、動詞、形容動詞語幹の組み合わせで、後者は語音が同じでアクセントが異なる

動詞のペアだ。 

 7の「若い
 ┏┓

男でした」は「若い」に、「若い
 ┏┓

男
┏┏┓┓

でした」は「男」にプロミネンスがあり、8の

「山
┏┏┓┓

でそばを食べました」は「山」に、「山
 ┏┓

で そ
┏┏┓┓

ばを食べました」は「そば」にプロミネン

スがある。 

 句頭上昇があると、そこに切れ目が感じられる。9の「新
┏

しい物好き」はこれ全体で意味的に

1語、一方、「新
┏

しい
┓

物
┏

好き
┓

」では「新しい」が「物好き」を修飾している。10の「先
┏

生
┓

と友達

三
┏

人
┓

」は「先生と友達」でひとかたまりで、それが「三人」、「先
┏

生
┓

と友
┏

達三人
┓

」は先生に友だち



が三人で、合計 4人だ。 

 12の「きの
┏

う買ったパン
┓

を食べました」で「きのう」は「買った」に係り、「きの
┏

う 買
┓  ┏

った

パン
┓

を食べました」で「きのう」は「食べました」に係る。13の「寝て
┏

いる犬の子
┓ ┏

ども」で寝

ているのは親犬、「寝て
┏

いる
 ┓

犬
┏

の子ども」では子犬だ。 

 

(2) アプリに採用する句、発話 

 日本語学習者にとって、C「切れ目」のペアの意味の違いを分からせるのはむずかしいと考え、

アプリでは、A「意味の弁別」、B「プロミネンス」、D「係り受け」を取り上げることとした。 

 具体的には、Aの「ふ
┏ ┓

らふらする」と「ふら
┏

ふらだ」、Bの「山
┏┏┓┓

でそばを食べました」「山
 ┏┓

で そ
┏┏┓┓

ばを食べました」「山
 ┏┓

でそ
┏ ┓

ばを食べ
┏┏

まし
┓┓

た」、そして、Dの「寝て
┏

いる犬の子
┓ ┏

ども」「寝て
┏

いる
 ┓

犬
┏

の子ども」だ。 

 

(3) 日本語話者の音声収集 

 日本語学習者が発音した音声の正誤判定をアプリにさせるため、正しい音調の音声と誤った

ものとを収集しなければならない。誤った音調は、日本語学習者が発音しそうなものを考えた。

「ふらふらする」の誤った音調は、七つ：ふら
┏

ふらする、ふら
┏ ┓

ふらする、ふら
┏

ふら
┓

する、ふら
┏

ふ

らす
┓

る、ふら
┓

ふ
┏ ┓

らする、ふらふ
┏ ┓

らする、ふらふら
┓

する。 

 (2)で述べた七つの句、発話について、正しい音調、誤った音調を表記し、台本とした。この台

本をもって 40-45 名の日本語話者に発音してもらい、日本語教師がその場でチェックしながら

録音、台本通りでないと判断したら、再録音してもらった。これらの録音音声を 3人の日本語教

師が聴取し、台本通りかを確認、台本通りでないと 2名以上が評価したら、再録音、2度再録音

をしても台本通りとならない場合は、その話者によるその発話は、断念した。 

 台本通りだと評価された音声を AIに学習させ、音調の正否を自動判定、さらに、誤っている

場合の音調を図示するアプリを作成した。 

 

(4) 評価実験 

 外国人留学生 49名にアプリをダウンロードしてもらい、2週間試用してもらった。このうち

7問すべてのテストを 1回以上行い、かつ、練習した日数が 1週間以上であった 7名について、

初回テストの結果と最終回テストの結果とを表にした。以下の通りだ。 

 

 

 発音が良くなっていることが分かる。 



 

４．研究成果 

 AI にデータを学習させ、音調の自動判定ができること、また、そのアプリによって学習者の

発音が良くなることが分かった。 

 さらに、データ収集の難しさが分かった。実用的なアプリを作成するには、充分な量の練習が

必要だが、そのための正しい音調、誤った音調の発話音声を集めるのは、簡単ではない。集める

こと自体簡単ではないが、それらの音声の音調が正しいか否かの判断は、人間がやるしかないと

考えられ、その労力は、並大抵ではない。 

 音調の正誤判定を人間が行うしかないとするなら、実用的なアプリ作成には、大きな会社が一

つ必要だろうことが分かった。 
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